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あらまし：本稿では，ICT（Information and Communication Technology：情報通信技術）を活用した数学教

養教育と学習支援について，特に筆者の本務校である工学院大学における事例について報告する．具体的

には，学部初年次に学習する微分積分学において躓きやすい箇所の自習用ｅラーニング教材開発について，

また学習支援センターによる学習支援について報告し，今後の展開について述べる． 
キーワード：大学数学教育，ICT（Information and Communication Technology：情報通信技術），学習支援，

ｅラーニング，ポートフォリオ 
 
 
1. はじめに 

近年，各大学で ICT（Information and Communication 
Technology：情報通信技術）を利用した教育が行な

われ，さまざまな工夫がされている．筆者は工学院

大学と早稲田大学で ICT を活用した数学教養教育を

担当しているが，本稿では現在の本務校である工学

院大学における ICT を活用した数学教養教育と学習

支援の事例について報告する．具体的には，学部初

年次に学習する微分積分学において躓きやすい箇所

の自習用ｅラーニング教材開発について，また本学

学習支援センターによる学習支援と指導記録（ポー

トフォリオ）について報告し，今後の展開について

述べる． 
 

2. ｅラーニング教材開発 
工学院大学では 2005 年度からｅラーニング教材

を公開しており， 2006 年度の LMS（Learning 
Management System：学習管理システム）改修により

大学ポータルサイトにログインすればシングルサイ

ンオンでアクセス可能となった．主に基礎科目（数

学，物理，化学，英語）の補習用教材や，自習用の

プログラミング言語に関するコンテンツなどが設置

されている．本学では 2005 年に学生の学習を支援す

る「学習支援センター」が設立され，筆者も 2006
年度から 2 年間，専任講師として学習支援センター

に所属していた．基礎科目のｅラーニングコンテン

ツについては，学習支援センター講師が主に作成し

ている．工学院大学学習支援センターについては，

センター発行の年報(1),(2)を，学習支援センターでの

業務については，論文(3),(4),(5),(6),(7)を参照のこと． 

2.1 数学のｅラーニングコンテンツ 

数学に関するｅラーニング教材は現在，「三角比と

三角関数」，「微分」，「ロピタルの定理とマクローリ

ン展開」の 3 単元あり，いずれも本学学習支援セン

ターの数学担当講師（の一部）が主となり作成して

いる．筆者が作成にかかわった「微分」コンテンツ

については次の節で詳しく紹介する． 
「三角比と三角関数」については，微分積分学を

学習する前の基礎学力を確認することを目的に，

2006 年度に学内で最初の数学ｅラーニング教材と

して公開された．内容は三角比と三角関数全般に 

関する問題集で，各単元 10 問程度の問題が用意され

ている．答えは 5 つの選択肢から選ぶ方法で，解答

後は解説画面を閲覧できる．このコンテンツでは，

本学基礎・教養教育部門准教授の北原清志先生らが

共同で開発した KETpic という TeX による図形描画

支援マクロを 利用している点が特徴である(8)． 
「ロピタルの定理とマクローリン展開」について

は，「微分」コンテンツ作成時に導入したハイパーリ

ンク埋め込みを活用した PDF ファイルとして公開

されている． 
 

 
 

図 1 ｅラーニング数学メニュー画面 
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2.2 「微分」コンテンツ 

2007 年度の数学ｅラーニングコンテンツ作成 

担当は，当時学習支援センター講師だった吉村善一

先生と筆者であった．2007 年度前期の学生相談状況

を踏まえ，特に質問の多かった合成関数の微分法を

含む，微分全般を扱うコンテンツを作成することに

した．前年度に作成された「三角比と三角関数」の

コンテンツは問題集スタイルであったが，今回作成

する「微分」では利用者各自のニーズに合わせられ

るよう教科書のようなスタイルとすることにした．

具体的には，単元ごとに導入，定義，例題，解説，

問題，問題解説の流れを基本とし，さらに用語集の

ページを設けた．文案については，すでに微分積分

学の本を執筆されていた吉村先生に主に担当してい

ただき，筆者は文章のダブルチェック，問題や例題

の選定，さらにｅラーニング教材の利点を探して 

今回作成するコンテンツにどのように組み込むのか，

LMS との兼ね合いも含め調査した． 
インターネットによるｅラーニング教材の利点と

しては，ハイパーリンクが活用できることと，図や

数式に色を用いて視覚的にも理解させやすいことが

考えられる．そのため，例えば微分以前の基本的な

用語である「関数」や「グラフ」といった用語など

至るところにハイパーリンクを埋め込み，色も多用

した．その他に工夫した点としては，学習者が画面

上のｅラーニングコンテンツを印刷したいと思った

ときに，それとまったく同内容の PDF ファイルを用

意しておいて復習に役立ててもらった点が挙げられ

る．LMS の仕様上，作成者側のすべての要望が叶っ

たわけではないが，現存の LMS に合わせ出来る限

りのことは取り入れた． 
 

 
 

図 2 「微分」コンテンツ解説画面 
 

3. ポートフォリオ 
学習支援センターでは，学生に個別指導をする際

にカルテと呼ばれる指導記録を作成している．2006
年度の LMS 改修時にポートフォリオ機能が組み込

まれ，カルテも LMS 上で入力することが可能とな

り，教職員側は管理集計が容易にできるようになっ

た．学生側からは，本人の科目の履修状況，単位修

得状況，学習支援センター利用状況などが閲覧でき，

教職員と学生の双方にとって非常に有益な機能であ

る． 
 

 
 

図 3 指導記録入力画面 
 

 
4. 今後の展開 

まず，ｅラーニングコンテンツを充実させたい．

その背景には，学部生の補習コンテンツとしてだけ

でなく，大学に入学予定の高校生に実施している 

入学前教育への活用，海外留学プログラム参加学生

への活用，担当教員の休講に変わる手段など，利用

価値は非常に高い．一方，利用率を向上させるため

には，通常授業への組み込み（ブレンド型ラーニン

グ）を考えたカリキュラム作成，さらには学習支援

センターも含めた活用を検討し，スムースに初年次

の基礎学習を終えて専門の学習へと進めるようにし

たい． 
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